














を用いた．実験群は， 1 μg/μlの rhbFGFを生後
1日目， 2日目， 3日目の 3回（0.1μl/回）に分
けて左側下顎頭に総量0.3μg投与した．対照群は，
右側下顎頭に同量の生理食塩水を局所投与した．












出にはMoticⓇ Images Plus 2.2 ver.2.1.2を用い
た．これらの結果は，Wilcoxon signed–rank test
で対照群と実験群を比較した．群間の多重比較は
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117.1±4.4μm（ 1 日後），124.₅±6.0μm（ 4 日
後），136.₅±3.4μm（ 7日後），129.9±2.4μm（14
日後）であり，実験群は1₅₅.0±6.7μm（ 1日後），
















（ 1日後），43.2±1.0%（ 4日後），47.1±3.0%（ 7
日後），43.0±3.0%（14 日後）で，実験群では
₅0.2±3.0%（ 1 日後），68.9±4.0%（ 4 日後），
₅0.₅±3.0%（ 7日後），₅0.4±2.0%（14日後）だっ
た．対照群の増殖率は 1日目から徐々に増加傾向
を示し 7日目に最大となった．実験群は， 4日目
に最大値を示し統計学的にも有意（p＜0.001）に
高値だった．
【考察】
　増殖層の厚さと増殖率は，対照群が 7日目，実
験群では 4日目に最大となった．これらは rhbF-
GFが間葉系細胞の増殖を促進した結果と考えら
れた．しかし，rhbFGFは生体内で24時間以内に
消失するので，実験群が 4日目で効果が最大とな
る結果と矛盾する．生体内では bFGFは bFGF
と TGF–β1の発現を増強する．さらに TGF–β1
も bFGFの発現を増加することから，成長因子
の相乗作用により効果時間が延長し，投与後 4日
目に最大の効果が現れたものと考えられた．また，
実験群の軟骨細胞の層が厚く，線維層から骨化層
先端までの距離が長かったことから，rhbFGFは
軟骨細胞や肥大軟骨細胞への分化を促進するが，
軟骨細胞の最終分化を抑制している可能性が示唆
された．本研究は，rhbFGFの局所投与が授乳期
マウスの下顎頭間葉系細胞の増殖を促進し得るこ
とを示した．
